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蛍光体の中には放射線検出器として利用されているものがあり、主にシンチレータと

ドシメータ用の蓄積型蛍光体の 2 つに分類される。シンチレータは keV～GeV オーダーの

高エネルギー放射線を瞬時に数 eV程度の低エネルギーの光子に変換して放出する能力を持

ち、医療分野 [1] やセキュリティ [2] などに応用されている。一方でドシメータは放射線

のエネルギーを吸収し蓄積する能力を持つため、主にある程度まとまった期間の放射線モ

ニタリングに利用される [3]。シンチレータやドシメータには様々な形態の材料が使用され

るが、単結晶やセラミック及びガラスのような無機バルク体は強い発光を示す特徴がある。

その中でもガラスは形状やサイズの制御が容易という利点を持っている。近年、空気雰囲気

下で安定性の高い酸化物ガラスと高い光量子収率を有するフッ化物ガラスの利点を組み合

わせた酸フッ化物ガラスが注目を集めている。しかしながら、酸フッ化物ガラスの放射線検

出器特性に関する調査は充分に行われておらず研究の余地も大きい。 

本研究では Ce 添加 CaF2-AlF3-AlPO4酸フッ化物ガラスを作製し、フォトルミネッセン

ス、シンチレーション、熱蛍光 (TSL) 特性を測定した。Figure 1は X線照射によるシンチ

レーション発光スペクトルを示している。320 nm 付近にブロードな発光ピークが確認出来

た。これは Ce3+の 5d-4f遷移によるものだと考えられる。Figure 2には 1 Gyの X線照射後

の TSL グローカーブを示す。100°C 付近にグローピークが確認出来た。本講演ではこれら

に加え、基礎的な光物性に関しても報告する。 

  

Figure 1. Scintillation spectrum of 0.2% Ce-

doped CaF2-AlF3-AlPO4 glass sample under X-

ray irradiation. 

Figure 2. TSL glow curve of 0.2% Ce-doped 

CaF2-AlF3-AlPO4 glass sample measured after 

X-ray irradiation (1 Gy). 
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